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挨
　
拶

劇
史
部
長
　
安
俸
　
昭
患

こ
の
度
、
山
口
県
支
部
副
支
部
長
を
拝
命
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

安
倍
の
母
が
長
年
に
渡
り
支
部
長
を
務
め
、

そ
の
後
主
人
が
支
部
長
を
引
き
継
ぎ
、
同
門
会

の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
参
り
ま
し

た
。私
自
身
、
若
い
頃
は
お
稽
古
に
通

い
お
茶
席

に
お
招
き
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
し
た

が
、
膝
を
痛
め
て
か
ら
正
座
が
出
来
な
く
な
り

お
茶
か
ら
は
す

っ
か
り
離
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
先
日
、
関
門
海
峡
大
会
に
て
安
倍
家
の
お
道

具
を
何
点
か
お
貸
し
出
し
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
か
ら
、
久
し
ぶ
り
に
お
茶
席
に
入
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

端
の
お
席
に
椅
子
を
用
意
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
お
恥
ず
か
し
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、

や
は
り
着
物
姿
の
皆
様
の
凛
と
し
た
お
姿
と
空

気
感
、
お
も
て
な
し
の
温
か
み
に
触
れ
て
日
本

人
と
し
て
貴
重
な
文
化
で
あ
る
と
改
め
て
感
じ

ま
し
た
。

主
人
と
共
に
海
外
に
行
く
機
会
が
何
度
も
あ

る
中
で
、
海
外
で
茶
道
を
学
ぶ
方
々
に
も
出
会

い
も

っ
と
広
く
お
茶
の
魅
力
を
国
を
超
え
て
発

信
で
き
れ
ば
と
思

っ
て
お
り
ま
し
た
。

抹
茶
は
現
在
世
界
的
ブ
ー
ム
と
な

っ
て
お
り

ま
す
が
、
抹
茶
の
ス
イ
ー
ツ
、
ド
リ
ン
ク
に
留

ま
ら
ず
、
本
物
の
お
茶
を
味
わ

っ
て
い
た
だ
き

た
い
と
も
思
い
ま
す
。

ま
た
下
関
の
自
宅
の
お
茶
室
は
晋
風
庵
と
名

付
け
お
家
元
の
扁
額
を
飾
ら
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

現
在
全
く
使

っ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
皆
様

方
の
お
知
恵
を
お
借
り
し
な
が
ら
活
用
で
き
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

今

後

、

副

支

部
長

と

し

て
少

し

で
も
同
門
会

の
お
役

に
立

て

れ
ば

と
思

っ
て

お
り
ま
す

の
で

よ
ろ
し
く

お
願

い
申

し
上
げ

ま

す
。

長府庭園 展観席に於いて
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令
和
七
年
度

行
事
報
告

令
和
七
年
度

教
授
者
請
習
会

資
格
者
講
習
会

梅
雨
の
明
け
た
六
月
二
十
九
日

（
日
）
山
口
市
民
館
大

ホ
ー
ル
に
て
不
審
庵
よ
り
郡
　
知
久
宗
匠
を
お
迎
え
し
て
資

格
者
講
習
会
が
３７５
名
の
参
加
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
午
前
中

は
点
前
研
修

「初
炭
」
、

「茶
カ
ブ
キ
」
が
行
わ
れ
参
加
者

全
員
が
日
と
耳
を
傾
け
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
資
料
説
明

が
あ
り
、
抹
茶
が
出
来
る
ま
で
や
畳
の
進
化
に
よ
り
茶
室

や
更
に
は
茶
の
湯
の
発
展
に
繋
が
っ
た
お
話
を
聴
き
ま
し

た
。

「初
炭
」
で
は
、
茶
事
に
お
い
て
濃
茶
を
点
て
る
時
に

一
番
良
い
湯
相
に
な
る
よ
う
に
亭
主
は
心
を
配
り
災
を
つ
ぐ

事
。

「茶
カ
ブ
キ
」
で
は
普
段
と
違
う
動
き
を
す
る
事
で
注

意
力
を
磨
き
な
が
ら
、
お
茶
の
味
を
舌
先
だ
け
で
な
く
自
分

と
お
茶
が

一
体
に
な
っ
て
判
断
す
る
奥
深
さ
、
難
し
さ
を
学

び
ま
し
た
。
亭
主
、
客
は
相
手
の
事
を
考
え
な
が
ら
そ
の
場

に
合

っ
た
立
ち
振
る
舞
い
が
出
来
る
様
、
普
段
の
修
練
が
大

切
だ
と
再
認
識
し
ま

し
た
。

郡
宗
匠
か
ら
有
意

義
な
ご
指
導
を
賜
り

心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
と
共
に
、
会

の
運
営
に
関
わ

っ
て

頂

い
た
全
て
の
皆
様

に
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

令
和
七
年
度

総
会
及
び

一
般
請
習
会

令
和
七
年
九
月

二
十
三
日

（火
）
、
山
口
市
市
民
館
に
於

い
て
、
表
千
家
不
審
庵
よ
り
岡

崎
英
雄
宗
匠
を
お
迎
え
し
て
支

部
総
会
及
び

一
般
講
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
物
故
会
員
様

へ
の
黙
祷
を
捧
げ
、
齋
藤
宗
房
支

部
長
の
挨
拶
後
、
岡
崎
宗
匠
よ
り
猶
有
斎
お
家
元
ご
襲
名
内

祝
い
の
記
念
品
を
贈
呈
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
岡
崎
宗
匠

か
ら
の
ご
挨
拶
の
中
で
贈
呈
さ
れ
た

一
行
書
は
、
お
家
元
自

ら
全
国
各
支
部
毎
に
お
考
え
に
な
ら
れ
お
書
き
に
な
ら
れ
た

為
大
変
な
ご
苦
労
が
あ
っ
た
事
や
、
十

一
月
に
開
催
さ
れ
る

同
門
会
全
国
大
会

（下
関

・
北
九
州
）
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
名
寿
お
祝
い
の
記
念
品
贈
呈
、
支
部
功
労
者
の
表
彰
、

御
手
洗
事
務
長
か
ら
令
和
六
年
度
行
事
及
び
令
和
七
年
度
行

事
予
定
及
び
予
算
案
の
提
案
後
承
認
さ
れ
、
支
部
総
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
岡
崎
英
雄
宗
匠
よ
り

「慢
斎
の
話
」
に
つ
い

て
由
来
や
お
好
み
物
等
ス
ラ
イ
ド
を

使
い
分
か
り
易
く
お
話
し
さ
れ
、
興

味
深
く
お
聞
き
す
る
事
が
出
来
ま
し

た
。
午
後
か
ら
は
贈
呈
さ
れ
た
ご
自

筆

一
行
書

「花
枝
自
短
長
」
を
床
に

お
掛
け
し
て

「花
所
望
」

「長
緒
」

「薄
茶
」
の
講
習
が
行
わ
れ
、
大
変

印
象
に
残
る
講
演
会
で
し
た
。

令
和
七
年

六
月

二
十
八
日

（
土
）

表
千
家
不
審
庵

よ

り
、
郡
　
知
久
宗

匠
を
お
迎
え
し
て

教
授
者
講
習
会
が

山
口
市
民
館
小
ホ
ー
ル
に
て
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。
熱
中
症

が
危
惧
さ
れ
る
中
、
再
受
講
者
を
含
め
て
６７
名
の
参
加
が
あ

り
、
皆
熱
心
に
聴
講
し
ま
し
た
。

午
前
は
、
講
習
科
目
教
本

「風
炉
」
で
風
炉
、
釜
、
灰
、

五
徳
の
関
係
を
Ｃ
Ｇ
で
具
体
的
に
詳
し
く
ご
教
授
い
た
だ
き

ま
し
た
。

午
後
は
、

「災
点
前
」

「続
薄
茶
」
の
実
技
研
修
で
し
た
。

実
技
で
は
、
亭
主
は
単
に
点
前
を
す
る
の
で
は
な
く
、
点

前
と
客

の
人
数
等
を
考

え
て
、　
一
番
良

い
湯
相

に
す
る
に
は
ど
う
す
れ

ば
よ
い
か
考
え
て
点
前

す
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
時
間
が
足
り
な

い

く
ら
い
熱
心
に
ご
教
授

い
た
だ
き
、
あ
ら
た
め

て
日
々
の
稽
古
を
振
り

返
る

一
日
と
な
り
ま
し

た
。
郡
宗
匠
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

俄
段
■
８
吾
套

一
Ｒ

炉

」
　

　

Ｐ

否
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鰺
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令
和
七
年
四
月
二
十
四
日
に
、
八
年
ぶ
り
に
猶
有
斎
宗
匠

に
お
越
し
い
た
だ
き
下
関
市
の
赤
間
神
宮
に
て
献
茶
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

赤
間
神
宮
献
茶
式
は
、
今
を
偲
ぶ
こ
と
閲
年
前
、
源
平
最

期
の
合
戦
の
地
と
な

っ
た
下
関
市
壇
ノ
浦
で
八
歳
の
若
さ
で

崩
御
さ
れ
た
安
徳
天
皇
の
命
日
に
行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

赤
間
神
官
の
シ
ン
ボ
ル
は
朱
塗
り
の
水
天
門
で
す
が
、
こ

れ
は
壇
ノ
浦
で
安
徳
帝
入
水
の
際
に
二
位
の
尼
が

「浪
の
下

に
も
都
は
あ
り
ま
し
ょ
う
」
と
言
わ
れ
た
事
に
ち
な
む
も
の

で
す
。

今
年
の
献
茶
式
は
、
前
日
ま
で
の
雨
も
上
が
り
、
雲
ひ
と

つ
な
い
清
々
し
い
晴
天
に
恵
ま
れ
、
下
関
内
外
か
ら
大
変
多

く
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

水
天
門
の
朱
が
関
門
海
峡
と
陽
春
の
青
空
に
映
え
、
目
に
鮮

や
か
な
新
緑
の
翠
に
囲
ま
れ
た
赤
間
神
宮
本
殿
に
て
猶
有
斎

宗
匠
に
献
茶
を
ご
奉
仕
い
た
だ
き
ま
し
た
。

厳
か
な
雰
囲
気

の
中
、
さ
わ
や
か
な
お
点
前
に
て
お
香
、

お
濃
茶
、
お
薄
茶
を
神
前
に
お
供
え
し
ま
し
た
。

ま
た
、
当
日
は
境
内
に
拝
服
席
、
隣
接
す
る
春
帆
楼
に
濃

茶
席
が
設
け
ら
れ
、
着
物
姿
の
多
く
の
お
客
様
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
華
や
か

な
雰
囲
気
に
包
ま

れ
た
１
日
と
な
り

ま
し
た
。
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●
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〓
■
一
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■
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睾
〓
み
■
癒
ム
え
奉
Ｘ
〓
・
茶
　
碗
　
古
萩

銘

む
さ
し
野

出
服
紗
　
小
笠
原
間
道
　
筑
城
則
子
作

茶
　
杓
　
如
心
斎
作
　
共
筒
　
銘

反
橋

建
　
水
　
モ
ー
ル
　
菊
彫
　
浄
益
作

蓋
　
置
　
了
入
作
　
青
ツ
ク
ネ

松
ノ
木
摺
漆
銘
々
皿

莫
　
子
　
龍
田
姫

茶
　
　
　
猶
有
斎
好
　
楽
寿
の
昔

一
　
一
■一一≡
　
　
　
　
　
　
≡
一一■
一
　
■

於
　
小
倉
城
庭
園

寄
　
　
付

掛
　
物
　
庭
山
耕
園
筆
　
柿
二
小
禽

立
礼
席
床
二
　
貼
り
継
ぎ
　
筑
城
則
子
作

木

　

席

掛
　
物
　
如
心
斎
筆
　
大
横
物
　
開
門
落
葉
多

別
床

二
　
怪
斎
好
　
一秋
獅
子
香
炉
　
　
　
　
　
同
箱
書
付

怪
斎
好
　
松
ノ
木
香
炉
台
ニ
ノ
セ
テ

違
棚

二
　
怪
斎
好
　
大
台
ヶ
原
蔦
硯
箱
　
　
　
同
箱
書
付

料
紙
シ
キ
テ

ニ
ノ
間
床

二
　
而
妙
斎
好
　
松
重
カ
リ
ロ
ク

花
　
入
　
土目
磁
　
不
遊
環
　
牡
丹
彫

花
香
　
人
口
　
吸
江
斎
好
　
松
皮
　
福
岡
ノ
老
松
ヲ
以
テ同
箱
書
付

白
檀
紙
釜
敷
紙
シ
キ
テ

釜
　
　
　
覚
々
斎
好
　
田
口
　
浄
元
作

風
　
炉
　
伝
来
　
唐
銅
琉
球

而
妙
斎
好
切
箔
桐
腰
風
炉
先
屏
風
　
同
在
判

黒
カ
キ
合
塗
大
板

水
　
指
　
瀬
戸

　
一
重
口
　
銘

朝
暮

　

　

了
々
斎
箱
書
付

茶
　
入
　
長
入
作
　
里
　^
嘩
啄
斎
銘

霜
　
　
了
々
斎
箱
書
付

仕
　
服
　
雲
小
牡
丹
唐
草
紹
巴

一

一
〓

■
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一

■

一

一

　

　

　

一〓

一
一
一
■

〓
幹
■
夢
≡（轟
奉
》〓

■

　

　

　

〓
■
一一一一■

・
■
一■

・立

一●
一
一
一　
　
　
　
　
一
■
■
〓
・　
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於
　
旧
松
本
邸

寄

　

付

掛
　
物
　
上
村
松
園
筆
　
古
代
舞
姫

本

　

芹

掛
　
物
　
了
々
斎
筆

　
一
行
　
亀
毛
長
三
尺
即
中
斎
箱
書
付

一化
　
入
　
金
巻
水

マ
キ
エ
　
置
筒
怪
斎
銘
　
彩
鳳
舞
丹
春
同
箱
書
付

黒
カ
キ
合
丸
呑
台
シ
キ
テ

花
書
院

ニ

香
　
合

嘩
啄
斎
箱
書
付

了
々
斎
箱
書
付

了
々
斎
箱
書
付

鈴
懸
製

柳
桜
園
詰一

一

住
吉
蒔
絵
硯
箱
　
初
代
塩
六
斎
作

蔵
六
亀
　
大
綱
和
尚
詩
銘
　
保
全
造大
綱
和
尚
書
付
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釜
　
　
　
国
師
写
　
　
　
　
　
　
　
　
浄
雪
作

炉
　
縁
　
乱
桐
蒔
絵

ヨ
オ
ロ
ギ
橋
古
材

而
妙
斎
宗
旦
在
判
　
雅
峰
作
　
同
箱
書
付

金
切
箔
縁
青
海
波
鱗
鶴
風
炉
先
屏
風

即
中
斎
在
判
　
吉
兵
衛
作
　
同
箱
書
付

吸
江
斎
好
溜
二
重
棚
　
慢
斎
在
判
　
を示
哲
作
　
怪
斎
箱
書
付

水
　
指
　
怪
斎
好
　
一死
伯
形
竹
　
台
湾
竹
ヲ
以
テ
同
在
判

宗
哲
　
正
玄
合
作
　
怪
斎
箱
書
付

茶
　
器
　
宗
旦
乱
菊
棗
　
如
心
斎
在
判
　
をボ
哲
作

二
十
ノ
内
　

同
箱
書
付

茶
　
碗
　
旦
入
作
　
象
太
郎
写
　
百
ノ
内

吸
江
斎
箱
書
付

替

　

　

御
本
写
　
銘

仙
家
　
　
　
　
稼
々
斎
箱
書
付

茶
　
杓
　
稼
々
斎
作
　
共
筒
　
銘

白
鶴
　
同
箱
書
付

建
　
水
　
而
妙
斎
好
　
南
錬
静
聴
　
浄
益
作

同
箱
書
付

蓋
菓
子
器
置
　
了
入
作
　
圭目
釉
輪

了
々
斎
好
　
打
合
盆
　
稼
々
斎
在
判

十
代
　
一
閑
作
　
禄
々
斎
箱
書
付

紅
葉
　
松
笠
押
物
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
丸
製

猶
有
斎
好
　
入
媛
の
白
　
　
　
　
星
野
製
茶
園
詰

爪
紅
糸
巻
透
　
　
　
一
閑
作
　
　
而
妙
斎
箱
書
付

入
　
借
楽
園
製
　
寿
ノ
字

一
双
ノ
内

入
　
椰
子
　
銘

立
烏
帽
子
　
　
　

稼
々
斎
箱
書
付

管
　
吸
江
斎
好
写
　
　
　
　
　
浄
益
作

一
手
〓

■
　
　
　
　
一
〓
ｉ
〓

於
　
長
府
庭
園

寄
　
　
付

掛
　
物
　
嘩
啄
斎
筆
　
松
画
賛
　
千
條
墳
翠
色

百
尺
謄
晴
空
　
而
妙
斎
箱
書
付

本

　

席

掛
　
物
　
了
々
斎
筆
　
横
物
　
牌
怠
比
丘
不
期
明
日

好
表
具
　
吸
江
斎
箱
書
付

花
　
入
　
古
銅
象
耳
　
矢
筈
板
シ
キ
テ

花
香
　
人
口
　
宗
入
作
　
黄
瀬
戸
写
　
根
太
　
　
咋
啄
斎
箱
書
付

釜
　
　
　
尻
張
　
　
　
　
　
　
与
次
郎
作
　
嘩
啄
斎
箱
書
付

炉
　
縁
　
一局
台
寺
蒔
絵
　
怪
斎
在
判
宗
哲
作
　
同
箱
書
付

而
妙
斎
好
浅
黄
大
高
片
透
風
炉
先
屏
風
　
同
在
判

吉
兵
衛
作
　
同
箱
書
付

桐
木
地
袋
棚
　
而
妙
斎
在
判
　
　
　
小
兵
衛
作
　
同
箱
書
付

水
　
指
　
紀
州
家
伝
来
　
南
京
染
付
　
十化
鳥
ノ
絵
了
々
斎
箱
書
付

茶
　
入
　
利
休
瀬
戸
　
而
妙
斎
　
追
銘

聖
挽
家
随
流
斎
直
書

即
中
斎
箱
書
付

而
妙
斎
箱
書
付

仕
　
服
　
毛
利
家
伝
来
　
能
装
束
古
裂
　
色
絵
霞
緞
子

白
地
二
重
蔓
古
金
欄

茶
　
器
　
猶
有
斎
　
而
妙
斎
宗
旦
合
作
中
次
　
和
敬
静
寂

三
十
ノ
内
　

一
閑
作
　
猶
有
斎
箱
書
付

茶
　
碗
　
覚
々
斎
手
造
　
里
〔　
銘

福
力

耳
庵
追
銘

金
剛
　
了
々
斎
箱
書
付

替

　

　

紀
州
家
伝
来
　
一秋
　
銘

弧
峯

了
々
斎
箱
書
付

茶
　
杓
　
随
流
斎
作
　
共
筒
　
彫
銘

セ
キ
モ
リ咋
啄
斎
箱
書
付

稼
々
斎
箱
書
付

即
中
斎
箱
書
付

建
　
水
　
様
々
斎
好
　
海
松
桶
　
七
ツ
ノ
内

同
在
判
　
同
箱
書
付

蓋
　
置
　
而
妙
斎
好
　
黒
釉
　
竹
　
直
入
作
　
同
箱
書
付

脇
床
掛
物
　
明
堂
和
尚
筆
　
瓢
箪
ノ
絵
　
宙
質
和
尚
賛

一
瓢
号
中
　
盛
乾
坤

菓
子
器
　
怪
斎
好
　
溜
糸
目
八
角
食
籠

内
銀
ヤ
ス
リ
コ
塗
海
松
貝
蒔
絵

同
在
判
　
を示
哲
作
　
同
箱
書
付

菓
　
子
　
海
峡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
琴
堂
製

茶
　
　
　
猶
有
斎
好
　
星
光
の
昔
　
　
　
　
星
野
製
茶
園
詰

煙 吏 火

~良
茶 菓

盆   子

手

秦
拶

〓
て
■
〓
　
　
　
　
■
〓
て
下
　

　

　

ヽ

〓
三

・　

　

●
手

於
　
赤
間
神
宮

寄
　
　
付

掛
　
物
　
即
中
斎
筆
　
一
行
　
神
　
　
　
　
　
　
同
箱
書
付

本

　

席

掛
　
物
　
様
々
斎
筆
　
一
行
　
千
年
丹
頂
鶴
　
怪
斎
箱
書
付

花
　
入
　
怪
斎
作
　
置
筒
　
銘

吾
友

同
在
判
　
同
箱
書
付

十化

香
　
人
口　
一扇
　
長
州
萩
ヲ
模
テ
　
慶
入
作
　
様
々
斎
箱
書
付

釜
　
　
　
慢
斎
好
　
菊
万
代
屋
　
福
禄
寿
文
字
　
一
一十
ノ
内

浄
長
作
　
同
箱
書
付

炉
　
縁
　
即
中
斎
好
　
銀
絵
唐
松
沼
掻
合
　
十
ノ
内

同
在
判
　
一万
斎
宗
哲
作
　
同
箱
書
付

様
々
斎
好
雲
錦
結
界
　
　
　
　
小
兵
衛
作
　
而
妙
斎
箱
書
付

水
　
指
　
一秋
　
銘

関
門
　
一員
麗
左
衛
門
作

猶
有
斎
箱
書
付

茶
　
器
　
而
妙
斎
好
　
菊
雪
吹
　
同
在
判宗
哲
作
　
同
箱
書
付

茶
　
碗
　
左
入
作
　
里
小　
銘

山
居
　
　
　
而
妙
斎
箱
書
付

替
　
　
　
即
中
斎
好
　
乾
山
写
　
松
ノ
絵
即
全
造
　
同
箱
書
付

〓”
ム
溝
奉
》〓〓
一

■

三

工
■
■
一
　

　

孝
〓
　
　
一〓
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茶
　
杓
　
吸
江
斎
作
　
共
筒
　
銘

松
無
古
今
色

竹
有
上
下
節
　
一
一本
入
り
　
　
　
　
同
箱
書
付

建
　
水
　
紅
銅
　
エ
フ
コ
　
　
瀞
益
作
　
即
中
斎
箱
書
付

蓋
　
置
　
竹
引
切
　
而
妙
斎
宗
貝
在
判
正
玄
作
　
同
箱
書
付

菓
子
器
　
鱗
鶴
蒔
絵
溜
丸
食
籠
　
而
妙
斎
在
判

近
左
作
　
同
箱
書
付

高
麗
左
衛
門
作

香
　
人
口　
青
海
波
蒔
絵
長
角
　
即
中
斎
在
判
宗
哲
作
　
同
箱
書
付

而
妙
斎
好
扇
面
立
礼
卓
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
箱
書
付

釜
　
　
　
南
錬
真
形
　
　
　
　
　
浴
益
作
　
即
中
斎
箱
書
付

水
　
指
　
而
妙
斎
好
　
乾
山
写
松
嶋
ノ
画即
全
造
　
同
箱
書
付

茶
　
器
　
桐
竹
蒔
絵
　
雪
吹
　
即
中
斎
在
判
宗
哲
作
　
同
箱
書
付

茶
　
碗
　
怪
入
作
　
赤
　
怪
斎
筆
　
松
風
ノ
字

同
箱
書
付

替

　

　

仁
清
写
　
金
砂
子
花
丸
　
銘

富
貴

即
全
造
　
而
妙
斎
箱
書
付

茶
　
杓
　
即
中
斎
作
　
共
筒
　
銘

福
つ
く
　
　
同
箱
書
付

建
　
水
　
唐
銅
　
花
浪
兎
彫
　
棒
ノ
先
写
　
浄
心
作

蓋
　
置
　
南
錬
　
月
　
　
清
右
衛
門
作
　
而
妙
斎
箱
書
付

菓
子
器
　
怪
斎
好
　
菊
絵
高
杯
　
七
ノ
内

子
　
外
郎
猶
有
斎
好
　
一首
羽
の
白

盆
　
後
藤
塗
　
行
李
盆

火

入

一秋

ア
ン
ヨ
ウ

良

入

キ
ン
マ

煙
　
管
　
吸
江
斎
好
　
筋

小
兵
衛
作
　
同
箱
書
付

御
堀
堂
製

山
政
小
山
園
詰

而
妙
斎
箱
書
付

木

　

席

掛
　
物
　
而
妙
斎
筆
　
大
扇
子
　
楓
棄
経
霜
紅

同
箱
書
付

花
　
入
　
一尖
趾
　
松
鶴
　
即
全
造

一化

香
　
人
口
　
高
取
　
志
賀
島
金
印
ノ
形
ヲ
以
テ
　
原
史
朗
作

釜
　
士戸
屋
船
往
来
図
真
形
　
樋
口
陽
介
作

而
妙
斎
好
扇
面
立
札
卓

水
　
指
　
而
妙
斎
好
　
マ
イ
セ
ン
末
広
　
　
　
　
同
箱
書
付

茶
　
器
　
一局
台
寺
蒔
絵
中
棗
　
　
宗
哲
作
　
即
中
斎
箱
書
付

茶

碗

里
小

銘

黎
明
十
五
代
新
兵
衛
作
　
猶
有
斎
箱
書
付

替

　

　

覚
入
作

赤
　
銘

梅
ヶ
枝

大
学
府
ノ
土
ヲ
以
テ
　
　
　
即
中
斎
箱
書
付

茶
　
杓
　
而
妙
斎
作
　
共
筒
　
銘

鶴
呼

山
口
県
支
部
五
十
周
年
記
念

野
田
三
十
三
ノ
内
　
　
同
箱
書
付

建
　
水
　
　
萩
　
筋
象
嵌
　
　
　
十
六
代
新
兵
衛
作

蓋
　
置
　
　
鶯
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
遇
一兵
人
作

菓
子
器
　
車
花
文
　
黒
四
方
盆
　
モ
ロ
ッ
コ
タ
イ
ル
文

宗
哲
作
　
而
妙
斎
箱
書
付

ゆ
き
ご
ろ
も
　
寒
菊
　
　
松
琴
堂
　
　
濱
崎
屋
製

猶
有
斎
好
　
一二
笑
の
白
　
一
保
堂
詰

怪
斎
好
　
四
方
透

火
　
入
　
古
唐
津

更
　
入
　
蟹
　
　
　
　
　
　
　
　
一二
好
木
屑
作

煙
　
管
　
庸
軒
好
　
南
綾
　
筋
　
滞
益
作

替
菓
　
子

茶良
　
盆

正
玄
作
　
同
箱
書
付

火
　
入
　
呉
須
　
赤
絵
　
青
華
作

吏
　
入
　
タ
ト
ウ
　
士
口
兵
衛
作

煙
　
管
　
怪
斎
好
　
亀
甲
　
血
（兵
衛
作

一業
一為渠
響
十一朔
・・工尋
奄
一∵
榊

於
　
下
関
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
　
　
良

寄
　
　
付

掛
　
物
　
玉
成
筆
　
落
棄
ノ
画

即
中
斎
賛
　
西
ふ
か
ば

慶
入
作
　
海
松
貝
香
炉

木

　

席

掛
　
物
　
猶
有
斎
筆
　
横
物
　
潮
来
天
地
青

好
表
具
　
軸
先
永
築
　
　
　
　
　
　
同
箱
書
付

花
　
入
　
仁
清
写
　
波
丹
　
　
　
即
全
造
　
即
中
斎
箱
書
付

南
錬
花
鎖
敷
キ
テ

花

浄
益
作

イ
諜
肇

， 導

謹

於
　
大
連
友
好
記
念
館

寄
　
　
付

掛
　
物
　
即
中
斎
筆
　
水
指
　
茶
碗
ノ
画
賛

閃
座
聴
松
風

同
箱
書
付

萩
　
菓
子
鉢

瑞
風
阿
王
雪

猶
有
斎
好
　
清
友
の
白

而
妙
斎
好
　
手
付
面
朱
竹
曲

松
琴
堂
製

柳
桜
園
詰

即
中
斎
箱
書
付

東
に
た
ま
る

も
み
じ
か
な
蓋
浄
益
作

吏 茶 菓

盆  子
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・え
よ
拘
遅
盈

イ
早

強
由

槌

キ
　
煮

▲

猶
有
斎
宗
匠
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
平
成
二
十
年
成
成
二

月
二
十
八
日
利
休
居
士
御
命
日
に
表
千
家
十
五
代
家
元
を
ご

襲
名
さ
れ
ま
し
た
。
表
千
家
同
門
会
の
主
催
に
よ
り
、
京
都

大
徳
寺
に
て
ご
襲
名
祝
賀
茶
会
が
盛
大
に
披
か
れ
た
。
令
和

二
年
二
月
ょ
り
始
め
ら
れ
ま
し
た
ご
襲
名
披
露
茶
事
も
無
事

ご
園
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
期
し
ま
し
て
、
お
家
元
宗
匠
よ
り
、
ご
襲
名
の
内

祝
い
と
し
て
、
五
十
七
支
部
あ
て
に
ご
自
筆

一
行
書
が
寄
贈

さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
度
の
支
部
総
会
で
、
本
部
講
師
よ
り
贈
呈
さ
れ
ま
し

た
の
で
、
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

（任
期
三
年
　
令
和
八
年
四
月

一
日
～

令
和
十

一
年
二
月
三
十

一
日
）

支

　

部

　

長

副

支

部

長

支
部
名
誉
顧
間

支

部

顧

問

支

部

参

与

支
部
常
任
幹
事

会

計

責

任

者

支

部

幹

事

支
部
幹
事
補
佐

正
彦
直
房
真
茨

一
恵

地
上
　
光
江

原
田
　
靖
子

重
松
由
里
子

磯
部
千
恵
子

藤
重
　
綾
子

田
中
　
浄
子

稲
田
布
佐
子

倉
重
む
つ
み

小
嶋
　
利
枝

新
山
美
佐
子

福
田
　
保
江

松
浦
由
香
利

岡
　
美
津
子
　
岡
林
加
代
子

小
川
　
　
忍
　
國
本
　
　
環

小
山
千
紗
子
　
塩
見
　
道
子

見 藤 野 中 熊 北
原 井 村 村 丸 浦

尋 理 礼 由 豊 春
子 恵 子 美 子 代

三 平 中 岸 高 河 岸 林 安 水 齋
吉 野 野  村 村   倍 野 藤
や   信
よ 聡 信 千 正 建 信 信 昭 大 宗
ゐ 子 子 世 大 夫 夫 義 恵 直 房

西  吉 水 高
本  田 野 村

_|｀
14'ス
と|

ｒ、
（千

、
．
、

末
松
　
潤
子

田
中
　
尚
子

津
田
　
一二
佳

中
倉
ま
な
み

野
村
め
ぐ
み

藤
井
　
謙
次

三
宅
　
芳
子

若
槻
喜
代
子

竹
林
　
弘
子

田
村
　
　
誠

豊
田
　
恭
子

永
松
　
園
子

原
田
　
尚
子

弘
中
　
知
子

森
田
み
ど
り

，

１

チ

ユ
ユ塾

．争
碑
．
ｔ
一
ｔ
二

一■プ′　　　　‘工「

，
す
″
ン
　
ヽ
Ｔ

ガ

ｋ

 ヽ- li  争  1,|

イ`デ,IⅢⅢⅢⅢⅢ
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令和8年度 支部行事のご案内

*市民館隣りの山口中央駐車場は解体されました。商店街周辺の駐車場をご利用 ください。

事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

◇
令
和
九
年
度

『魂
寿
表
彰
』
に
つ
い
て

表
千
家
同
門
会
で
は
、
永
年
に
わ
た
り
本
会
に
在
籍
し
、
表
千
家
茶
道
の

発
展
に
尽
く
し
て
こ
ら
れ
た
会
員
の
功
労
を
称
え
、
主
寿
を
む
か
え
ら
れ
る

方
を
対
象
に
毎
年

「塩
寿
表
彰
」
を
行

っ
て
お
り
ま
す
。

‐
隆
譴
Ｄ
条
件
に
該
当
さ
れ
る
方
は
、
ご
自
身
で
同
門
会
本
部
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
確
認
の
う
え

「甚
寿
表
彰
申
請
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。

一
、
昭
和
二
十
六
年
の
お
生
ま
れ
で
、
同
門
会
に
継
続
し
て
二
十
年
以
上
在

籍

（平
成
十
九
年
以
前
に
入
会
）
の
方
は
、
京
都
に
て
執
り
行
わ
れ
る

「寝
寿
お
祝

い
の
会
」
に
て
表
彰
を
う
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

二
、
昭
和
二
十
五
年
以
前
の
お
生
ま
れ
で
、
同
門
会
に
継
続
し
て
二
十
年
以

上
在
籍

（平
成
十
九
年
以
前
に
入
会
）
の
方
は
、
京
都

へ
の
御
案
内
は

あ
り
ま
せ
ん
が
支
部
総
会
の
席
上
、
主
寿
の
表
彰
を
行
い
ま
す
。

※
申
し
出
方
法

ハ
ガ
キ
に
所
属
支
部
、
会
員
番
号
、
住
所
、
氏
名
を
明
記
の
う
え
、

「甚

寿
表
彰
申
請
書
希
望
」
と
し
、
左
記

へ
申
請
用
紙
を
請
求
し
て
く
だ
さ

い
。
詳
細
は
同
門
誌

（七
月
号
を
予
定
）
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
申
請
用
紙

は
秋
頃
送
付
い
た
し
ま
す
。

※
申
請
期
限
　
令
和
八
年
十
二
月
末
日

こ
の
期
限
を
過
ぎ
て
か
ら
の
申
請
は
受
付

い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

表
千
家
同
門
会
　
本
部
事
務
所

「甚
寿
表
彰
」
係

〒
六
〇
二
十
○
〇
七
二

京
都
市
上
京
区
寺
之
内
通
堀
川
東
入
百
々
町
五
三
六
番
地

電
話

（〇
七
五
）
四
三

一
―
三
二
人

一

支
部
事
務
所
の
ご
案
内

・
所
在
地
　
一Ｔ
七
五
三
十
○
〇
七
三

山
国
市
春
日
町
四
十

一
七
　
春
日
ビ
ル
ニ
階

・
電
話

・
Ｆ
Ａ
Ｘ

（〇
八
三
）
九
二
二
十

一
人
四
六

・
事
務
所
受
付
時
間
　
月

・
水

・
金
曜
、
午
前
十
時
～
午
後
三
時

※
不
在
の
場
合
に
は
留
守
番
電
話
に

「お
名
前
と
会
員
番
号
」
の
録
音

を
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
後
日
、
ご
連
絡
を
さ
し
上
げ
ま
す
。

行 事 名 開 催 日 時 会 場 内 容

赤 間神 官献茶 式

及 び 協 賛 茶 会

4月 24日 (金)献茶奉仕

(一般参加人数制限有り)

協賛茶席 (220名 )

赤間神官

下関市阿弥陀寺町 4-1
083-231-4140

ご奉仕 三木町 宣行 宗匠

山 口県支部総会

および一般講習会

7月 12日 (日 )

午前10時から午後 3時

*呈茶 (予定)

山口市民会館大ホール

山口市中央 2丁 目5-1
083-923-1000

式 典

本部講師の話「即日斎の話」

講習課目「且座」「薄茶J

講 師 貪長倉 岐晃 宗匠

教 授 者 講 習 会

9月 5日 (土 )

午前10時から午後 3時

*呈茶 (予定)

山口市民会館小ホール

山口市中央 2丁 目5-1
083-923-1000

孝女 本「炉J
実 技「炭所望、濃茶、薄茶J
講 師 松本 英樹 宗匠

松原 儀明 先生

資 格 者 講 習 会

9月 6日 (日 )

午前10時から午後 3時

*呈茶 (予定)

山口市民会館大ホール

山口市中央 2丁 目5-1
083-923-1000

講習課目「初炭」「台飾」「廻花」

配布する資料の解説

講 師 松本 英樹 宗匠
松原 儀明 先生
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本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ

同
門
会
の
充
実
、
活
性
化
、
若
い
世
代
の
育
成
の
た
め
に
、

入
会
を
お
勧
め
下
さ
い
。

入
会
の
資
格

①
不
審
庵
に
入
門
し
て
い
る
こ
と
。

②
会
員

（先
生
）
の
紹
介
が
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

入
会
申
込
書
は
、
各
先
生
方
又
は
支
部
事
務
所
に
あ
り
ま

す
。
ご
請
求
く
だ
さ
い
。
入
会
す
る
と
本
部
よ
り

「同
門
」

が
配
布
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
各
種
講
習
会
や
全
国
大
会
等

ヘ

参
加
で
き
ま
す
。

同
門
会
は
、　
一
年
を
通
し
て
、
い
つ
で
も
入
会
で
き
ま
す
。

転
居
な
ど
に
よ
る
住
所

。
所
属
支
部
の
変
更
や
、
住
所
表

記
の
変
更
、
氏
名
の
変
更
が
あ
る
場
合
は
、　
ハ
ガ
キ
に

「住

所

（氏
名
）
変
更
届
」
と
明
記
し
、
変
更
内
容
を
速
や
か
に

本
部
事
務
局
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
本
部
事
務
局

へ
の
届
け
出
は
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

記
入
事
項
、
①
所
属
支
部
会
員
番
号
②
氏
名
、
旧
氏
名

③
住
所
、
郵
便
番
号
④
所
属
支
部
の
変
更

（
「あ
り
」

「な

し
」
を
記
入
）
⑥
転
入
先
支
部

（所
属
支
部
を
変
更
す
る
場

合
の
み
）

●
退
会
、
死
亡
届
け
は
ハ
ガ
キ
で
直
接
本
部

へ
お
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

●
同
門
会
会
費
の
払
込
み
に
つ
い
て

令
和
八
年
度
同
門
会
年
会
費
は
、
六
月
末
が
払
い
込
み
期

限
で
す
。

●
不
審
奄
納
付
金
の
払
込
み
に
つ
い
て

令
和
八
年
度
不
審
奄
納
付
金
は
、
七
月
末
が
払
い
込
み
期

限
で
す
。

同
門
会
に
継
続
し
て
三
十
年
以
上
在
籍
し
、
年
齢
七
十
七

歳
以
上
の
方
で
、
同
門
会
費
の
免
除
を
特
に
希
望
さ
れ
る
方

は
、
会
費
免
除
を
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

会
費
免
除
制
度
は
、
福
祉
制
度
の
一
環
と
し
て
、
会
費
で

運
営
さ
れ
る
同
門
会
に
お
い
て
、
各
会
員
の
会
費
負
担
を
で

き
る
だ
け
公
平
に
保
ち
つ
つ
、
特
段
の
事
情
の
あ
る
会
員
に

つ
い
て
は
会
費
の
納
入
を
免
除
す
る
制
度
で
す
。

詳
細
は

「同
門
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
　
行
事
開
催
有
無
の
告
知
方
法
に
つ
い
て

台
風

。
大
雪
等
の
災
害
に
よ
り
支
部
行
事
の
取
り
や
め
等

が
あ
る
場
合
は
、
開
催
日
前
日
の
正
午
の
時
点
で
表
千
家

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
災
害
が
予
測
さ

れ
る
地
域
の
皆
様
に
は
、
お
出
か
け
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
開
催
さ
れ
る
支
部
の
支
部
事
務
所
ま
で
お
問
合
わ

せ
下
さ
い
。

〒
六
〇
二
Ｉ
Ｏ
〇
七
二

京
都
市
上
京
区
寺
之
内
通
堀
川
東
入百
々
町
五
三
六
番
地

表
千
家
同
門
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

（〇
七
五
）
四
三
二
十
二
一
九
五

※
発
熱
や
風
邪
の
症
状
が
あ
る
場
合
は
参
会
を
控
え
て
下

さ
い
。
く
れ
ぐ
れ
も
ご
無
理
を
な
さ
れ
な
い
よ
う
、
ま

た
、
ご
不
安
の
あ
る
方
は
参
会
を
控
え
て
い
た
だ
く
よ

う
お
願
い
致
し
ま
す
。

あ

と

が

き

今
年
度
は
第
八
十
六
回
表
千
家
同
門
会
全
国
大
会

「関
門

海
峡
大
会
」
が
令
和
七
年
十
月
八
日

・
九
日
の
二
日
間
に
渡

り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
支
部
会
員
は
茶
席

へ
行
く
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
同
門
１
月
号
に
全
国
大
会
の
様

子
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
手
伝
い
を
い
た
だ
い
た
方
は
本

当
に
お
疲
れ
様
で
し
た
。

既
に
ご
承
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
令
和
八
年
度
よ
り
青

年
部
会
員
制
度
や
新
た
な
資
格
制
度
、
令
和
九
年
度
よ
り
講

習
会
体
系
も
変
わ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
報
誌

「同

門
」
や
表
千
家
同
門
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
下
さ
い
。

な
お
、
ご
不
明
な
点
は
本
部
事
務
局

へ
お
尋
ね
下
さ
い
。

支
部
行
事
の
講
習
会
、
茶
会

へ
の
参
加
は
支
部
だ
よ
り
を

確
認
さ
れ
不
明
な
点
は
支
部
事
務
局
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ

*春、秋に行われる全国大会への参加
*北山会館 (京都)の優待入場・塁茶
*提携美術館の入館料の優待割引

*表千家会館の利用

*支部の各種催しへの参加

総会、講習会、天然忌、利休忌、市民講座、

市民茶会等々

*九州茶道館行事への参加

(月釜、初釜)

*他県支部の行事への参加

出雲大社、厳島神社等献茶式や懸釜

*月刊機関誌「同門」の配布

同門会会員になると

表千家のお茶が楽しめます

本
部
へ
の
連
絡
先


